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　　(1 999)
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●毎月1日･11日･21日発行

　　　　　市　の　人　口

　　　　（平成11年５月１日現在）

世帯数　69,087世帯（前月比499世帯増）

人　口　190,822人（前月比358人増）

　　男　94,156人

　　女　96,666人
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5
月
3
0
日
は
ご
み
ゼ
ロ
の
日

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

　
毎
日
出
さ
れ
る
大
量
の
ご
み
。
本
当
に
ご
み
は
減
ら
せ
な
い
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
も
し
、
ご
み
を
出
さ
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
を
処
理
す
る
必
要
は
な

く
な
り
、
そ
の
分
の
費
用
を
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
も
っ
と
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
五
月
三
十
日
は
ご
み
ゼ
ロ
の
日
、
少
し
で
も
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
豊
か
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
ご
み
は
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
最

近
の
ご
み
は
か
さ
が
高
く
、
処

oＯ

宇治市のごみ家計簿

分
地
を
圧
迫
す
る
ば
か
り
か
、

処
理
も
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
環
境
問
題
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

国
の
定
め
る
環
境
基
準
に
適
合

し
た
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、

適
正
処
理
の
た
め
の
対
策
費
は

増
え
続
け
る
傾
向
で
、
処
理
費

ぺ
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ダ
回
國
必
夕
ｅ

≪4/く､族がi年間に出荷c?み。量､さこciくらいで嬬≫

も
か
さ
む
一
方
で
す
。

ご
み
に
す
る
前
に
考
え
て

　
十
年
度
の
ご
み
の
収
集
量
は

合
計
で
約
四
万
七
千
五
百
ト
ン

で
九
年
度
と
比
べ
て
Ｉ
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
増
え
ま
し
た
。

　
十
一
年
度
で
三
年
目
を
迎
え

た
資
源
ご
み
の
回
収
量
は
約
二

千
三
百
ト
ン
と
な
り
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
も
え
な
い
ご
み
の

四
分
の
一
程
度
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
サ

お
知
ら
せ

資
源
ご
み
の
収
集
日
程
・
ご
み

の
分
け
方
に
つ
い
て

　
　
「
十
一
年
度
資
源
ご
み
収
集

日
程
表
」
は
町
内
会
な
ど
を
通

じ
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
三

月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
案

ルールを守って出しましょう

毎拶栄゜

スプレー缶は中のガス　カーペットは60cni四方

の大きさに切り.くく

る。
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ｙ問い合わせ　　　　　　）

　環境政策室ごみ減量推進課■

　　　（a内線3006)　　ノ

イ
ク
ル
量
は
ご
み
全
体
の
七
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
減
量
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
、
ち
ょ
っ
と
意
識
す
る

だ
け
で
、
ご
み
の
減
量
は
で
き

ま
す
。
例
え
ば
生
ご
み
の
半
分

は
水
な
の
で
、
こ
れ
を
水
切
り

す
る
と
か
、
商
品
の
過
剰
包
装

に
気
を
付
け
る
な
ど
で
す
。

　
環
境
を
守
り
、
美
し
い
自
然

を
未
来
に
残
す
た
め
に
ご
み
の

減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

内
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
け
方
に
つ

い
て
は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
環
境
政

策
室
に
も
ち
ら
し
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
お
持
ち
で

な
い
人
に
は
お
送
り
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゐ郷
灰は水でしめらせて、

丈夫な抑こ入れ否。

を完全に出し、くざな

どで穴をあける。

赫

　　み　。

自転車はくごみ≫と表

示すSo

ミ

簾

カミソリ･針などは、

ﾌﾞjムテープか厚紙でつ

　…………４’

１魚⑩

ガラス･電球･コップ

などは厳重ICつつみ、

〈割れ物〉と表示する。

匹

の日の渡市　収
日に看し役緑集二コ板し所色場
のびにてごの所
収ん張いみ収看
集･ ゜ま減集板
おにこ互大羅盾与

シトるま進看い
Ｉボ¬だ課板て

ル　　　　　ヽ　、、咤こ富に-I図

毎
年
変
更
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
シ
ー
ル
は
黄
色
地
に
黒
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。
白
地
の
シ
ー

ル
は
張
り
替
え
が
必
要
で
す
。

ま
だ
張
り
替
え
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
集
時
間
に
つ
い
て

　
も
え
る
ご
み
は
午
前
九
時
ま

で
に
出
す
地
域
と
午
後
一
時
ま

で
に
出
す
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
他
は
市
内
全
域
午
前
九
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
「
も
え
な
い
ご
み
」
「
缶
」

「
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の

収
集
日
が
重
な
っ
て
い
る
地
域

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
別
の
収
集
車
で
収
集
し
ま
す
。

多
量
の
ご
み
に
つ
い
て

　
引
っ
越
し
・
樹
木
の
剪
匹
に

伴
う
な
ど
、
多
量
の
ご
み
は
有

料
特
別
収
集
に
な
り
ま
す
。
電

話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ぷとんはひもてくくり　石油ストーブは灯油を完全に抜き、Sitsを取る。

小さくす否。　　　ガスコンロ・レンジな電池や携帯ボンベを取る。

ﾗ;レピ･電子レンジ・jレームクーラーの3aはくPCB除去済≫の

ステッカーを喪示してから出す。

LIVE　JACK　3rd

　
市
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽

活
動
を
す
る
人
た
ち
の
た
め
の

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
３
ｒ
ｄ
」
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
企
画
運
営
す
る

市
内
の
若
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」

は
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
若

者
が
自
由
な
発
想
で
企
画
運
営

す
る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
。
今
年

度
は
平
成
十
二
年
三
月
十
二
日

㈲
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

○
活
動
内
容
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
企
画
・
運
営

を
行
う
。
会
議
は
土
曜
日
夜
に

随
時
、
宇
治
公
民
館
等
で
。

○
応
募
資
格
・
：
高
校
生
以
上
で
、

お
お
む
ね
3
0
歳
ま
で
の
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る

人
。
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意

書
が
必
要
。

○
応
募
方
法
…
６
月
‥
‥
一
日
團
ま

で
に
来
庁
か
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
。
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
書
い

て
文
化
自
治
振
興
課
（
酋
内
線

２
２
２
３
、
フ
ァ
ク
ス
2
1
・

0
4
0
8
）
Ｏ

歴
史
資
料
館
収
蔵
品
展

宇
治
の
錦
絵

　
源
平
の
合
戦
や
茶
摘
み
な
ど
、
宇
治
を
テ
ー
マ
に
し
た
錦
絵
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
宇
治
文
庫
1
0
「
緑
茶
の
時
代
」

の
刊
行
を
記
念
し
て
「
茶
づ
く
り
の
民
具
」
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
前
期
の
宇
治
を
絵
は
が
き
約
百
枚
で
紹
介
す
る
「
絵
は
が
き
で

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
６
月
2
7
日
聞
ま
で
（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
囚
陽
類
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖
歴
史
資
料
館
（
琵
－
1
3
1
1
）

▲橋合戦を描いた錦絵

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1057

ボランティアスタッフ募集
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校。いずれも午前1〔〕時～正午。雨

天中止t＞内容…グラウンドゴルフ、

ペタンクなど[〉参加費…無料　昌

生涯スポーツ課(s内線2621)。

■女性軽スポーツ教室

　[＞とき…６月１日～７月６日の

火曜、午前10時～正午。６回[＞と

ころ…黄槃体育館E＞内容…ニュー

スポーツ、軽体操[〉参加費…無料

(上靴持参)　圃生涯スポーツ課

(a内線2621)。

官公署・その他

■城南地域職業訓練センター

　圃5月23日(日)から同センター

(a46-0688)へ。

＜パソコン活用Winclows98＞

[＞とき…６月26日～７月14日の水

曜、午後６時半～９時・土曜、午

前９時半～正午。６回[＞受講料…

１万1000円。

＜パソコンプログラミング中級＞

[〉とき…７月３日～８月７日の土

曜、午前９時半～正午。　６回E＞受

講料…１万1000円。

＜パソコン中級エクセル表計算＞

【＞とき…７月４日～８月８日の日

曜、午後１時～３時半。６回c＞受

講料...1万1000円。

＜ワープロ初級ワード女性・中高

年コース＞[＞とき…６月24日～フ

月８日の火・木・金曜、いずれも

午前９時半～午後３時半。 14回C〉

受講料…１万4200円。

定員…先着50人　圃障害者母子福

祉課（a内線2306）。

■児童手当の申請はお済みですか

　児童手当は、３歳未満の児童を

養育している人に対して支給され

る手当です（ただし、所得制限が

あります）。まだ申請をしていな

い人は手続きをして下さい。また、

一度児童手当の申請をしていて所

得制限限度額を超える所得があっ

たため、手当が受けられなかった

人は、所得判定基準が変わること

で改めて受給できることがありま

すので､5月中に申請をして下さ

い。　圃固障害者母子福祉課（s

内線2307）へ。

スポーツ

■屋内スボーツひろば

　［ンとき・ところ…下表のとおり。

いずれも午後７時半～９時半。C＞

内容…ソフトバレーボール、ファ

ミリーバドミントンなどt＞参加費

…無料（上靴持参）目生涯スポー

ツ課（a内線2621）。

5/24(月)神明小学校体育館

5/25固 伊勢田小学校体育館

5/27困 南小倉小学校体育館

5/28幽 西小倉小学校体育館

5/31囲 西大久保小学校体育館

6/i叫 平盛小学校体育館

Ｉニユースポーツひろば

　E〉とき・ところ…５月23日(日)・

大開小学校、30日(日)・南小倉小学

輪場公社(Q内線3040)。

福祉・年金

■国民年金保険料の免除

　経済的な理由などで保険料を納

めることが困難な時には、申請し

て承認されると保険料納付が免除

されます。ただし、免除を受けた

期間の老齢基礎年金の年金額は３

分の１になります。なお、その後

余裕ができた時に、10年前までさ

かのぽって免除を受けた期間の保

険料を納めることができる追納制

度もあります。また、20歳以上の

学生は特別の免除基準が設けられ

ています。免除の申請は年度ごと

に手続きが必要です。詳しくは国

民年金課(a内線2312)へ。

■身体障害者デイサービス

　＜目の不自由な人のつどい＞

E〉とき‥･５月29日出、午前９時半

～午後４時t＞行き先…京都フラワ

ーセンターt＞対象・定員…視覚に

障害を持つ人12人、ボランティア

12人C＞参加費…昼食代500円　圃

５月26日伽までに社会福祉協議会

(a22-5650、FAX22-5654)へ。

・手で話しましょう手話教室

　[＞とき…６月１日～７月13日の

火曜、午後７時半～９時。７回[＞

ところ…総合福祉会館[＞内容…手

話実技、講演などt＞対象…18歳以

上の健聴者で市内在住・在勤の人。

[＞費用…850円(テキスト代)C＞

E＞とき７･6月６日(日)、午後１時半

～３時半[＞定員…先着50人E＞材料

費…無料。

お知らせ

■保健婦臨時職員募集

　[＞資格…保健婦の資格を持ち、

６月上旬から概ね１年間(土・日

・祝日を除く)、午前８時半～午

後５時までの勤務が可能な人[＞募

集人数…１人[＞賃金…日額8500円

　圃市販の履歴書に必要事項を書

き(要写真)、保健婦の資格の写

しを添えて職員課(s内線2063)。

■全国戦没者追悼式

　８月15日(日)に東京で行われる全

国戦没者追悼式の参列者を若千名

募集します。昌対象者など詳細に

ついては、５月25日収)までに社会

福祉援護課(a内線2303)。

・JR宇治駅前駐車場臨時休業

　車止め設置工事のため休業、５

月24日(月)、午前９時～午後４時。

雨天の場合は順延。凹鯨宇治市駐

催し

・南宇治コミセンのつどい

　E＞とき…５月29日出■

30日(日)、

午前10時～午後４時レところ…南

宇治コミュニティセンターc〉内容

…展示・舞台発表、模擬店など。

昌同センター(Q41-6723)へ。　、

・小倉双葉園保育所園庭開放

　[＞とき…５月28日出、午前10時

半～正午。雨天中止[〉ところ…同

園園庭(小倉町西畑13)H子育て

支援センター(324-6511)。

・植物公園

　圃同園(昔45-0099)。講習会は

申し込みを。いずれも入園料が必

要です。

　＜サツキ展＞[＞とき…５月25日

脚～30日(日)。

　くハーブ入門②梅雨から夏の管

理と収穫＞じ〉とき…６月５日出、

午後１時半～３時半E＞定員…先着

30人t＞材料費…300円。

　＜ガーデニング講座②庭木管理＞

11年度市民税非課税世帯は

入院時食事の一部負担額

が減額されます

　
入
院
時
食
事
療
養
費
（
食
事

代
）
の
減
額
認
定
の
十
一
年
度

分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

現
在
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費

は
定
額
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
減
額
認
定
証
で
負
担
額
が

減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
減
額
を
受
け
る
に
は

　
入
院
の
際
、
健
康
保
険
証
と

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
減
額
認
定
証
の
交
付
は
、
宇

治
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

市
国
民
健
康
保
険
課
（
萱
内
線

2
2
6
5
）
へ
、
そ
の
他
の
人

は
現
在
加
入
先
の
健
康
保
険
の

窓
口
へ
申
請
を
。
た
だ
し
、
老

人
保
健
医
療
の
受
給
者
は
高
齢

福
祉
医
療
課
（
容
内
線
2
3
3

5
）
へ
申
請
を
。
現
在
、
お
持

ち
の
減
額
認
定
証
は
、
今
月
末

に
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
さ

ら
に
引
き
続
い
て
非
課
税
世
帯

で
あ
れ
ば
更
新
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
入
院
日
数
が
九

十
日
を
超
え
た
場
合
、
食
事
負

担
額
が
更
に
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
再
度
の
申
請
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
老
人
保
健
医
療
の
入

院
時
食
事
療
養
費
の
減
額
認
定

を
申
請
さ
れ
る
人
に
は
、
同
時

に
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度

額
適
用
認
定
証
」
の
申
請
も
受

け
付
け
ま
す
（
限
度
額
は
１
か

月
１
医
療
機
関
３
万
5
4
0
0

円
）
。

　
な
お
、
５
月
3
1
日
囲
ま
で
有

効
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
今
月
末
ま
で
に
申
請
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
。

入院患者食事の一部負担額

一　　　　　　般 １日760円

　低所得者

(市民税非課税世帯)

過去１年間

の入院日数

90日以内 1日650円

91日以上 １日500円

市民税非課税世帯で老齢福祉年金の受給権者１日300円

募
集

　
市
で
は
、
十
二
年
四
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度

に
伴
い
、
介
護
認
定
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
内
容
…
要
介
護
認
定
申

請
者
の
日
常
生
活
動
作
な
ど
を

訪
問
調
査
▼
雇
用
期
間
・
：
1
0
月

１
日
～
1
2
年
３
月
3
1
日
（
研
修

期
間
８
月
１
日
～
９
月
3
0
日
の

う
ち
2
0
日
間
）
▼
勤
務
日
：
土
、

日
曜
、
祝
日
を
除
く
週
４
日
勤

務
（
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

1
5
分
）
▼
募
集
人
数
…
若
干
名

▼
応
募
資
格
…
昭
和
1
5
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
看
護
資
格
、

第
一
種
原
動
機
付
自
転
車
（
5
0

穴
イ
ク
）
免
許
取
得
者
▼
申

し
込
み
…
５
月
2
4
日
間
～
６
月

３
日
俐
ま
で
。
高
齢
福
祉
医
療

課
（
ａ
内
線
2
8
4
7
）
へ
。

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　
国
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
団

等
の
仕
事
、
府
や
市
が
国
か
ら

委
任
さ
れ
た
り
、
国
か
ら
補
助

金
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
事
業

に
関
す
る
事
で
苦
情
や
相
談
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
様
な
相
談
ご
と
を
行
政

相
談
員
が
特
設
の
行
政
相
談
所

を
開
設
し
、
苦
情
・
相
談
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
厳
守
。

▼
と
き
・
：
５
月
2
7
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
。

▼
と
こ
ろ
・
・
・
ア
ル
プ
ラ
ザ
宇
治

東
店
。
こ
の
日
以
外
に
も
毎
月

第
三
木
曜
日
に
市
役
所
で
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
行

政
相
談
員
の
自
宅
で
も
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
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．
Ｚ
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１
Ｉ
ｊ
１
　
四
　
Ｉ
　
ｊ
″

・
し
い
人
は
手
を
挙
げ
て
！
・
』

ｅ

行
き
は
良
い
良
い

　
　
帰
り
は
こ
わ
い
・
・
。

　
　
　
　
駅
前
で
日
用
品
、

Ｑ

台
所
用
品
を
無
料
で

あ
げ
る
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

ピ
ル
の
一
室
に
連
れ
て
い
か

れ
ま
し
た
。
業
者
に
「
洗
剤

の
欲
し
い
人
手
を
挙
げ
て
！
・
」

と
言
わ
れ
洗
剤
を
も
ら
い
、

同
様
に
ラ
ッ
プ
や
鍋
な
ど
を

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

に
「
デ
パ
ー
ト
で
六
十
万
円

で
売
ら
れ
て
い
る
羽
毛
布
団

を
半
額
で
提
供
し
ま
す
。
欲

し
く
は
、
広
報
課
市
民
相
談
係

（
容
内
線
2
0
8
0
）
へ
。

▼
行
政
相
談
員
（
敬
称
略
）
…

瀬
田
佐
江
子
（
宇
治
東
内
２
３

Ｓ
２
１
・
4
7
9
3
）
、
菱
田

俊
子
（
羽
拍
子
町
5
6
1
4
7
酋

４
３
・
2
2
0
3
）
、
目
片
滋

（
木
幡
平
尾
２
８
１
５
４
６
、
萱

３
２
°
7
0
7
5
）
Ｏ

乳
幼
児
健
康
支
援

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
市
で
は
、
乳
幼
児
が
病
気
回

復
期
に
あ
っ
て
集
団
保
育
が
困

難
で
あ
り
、
か
つ
保
護
者
の
仕

事
の
都
合
等
で
保
育
が
で
き
な

い
場
合
、
一
時
的
に
宇
治
病
院

で
お
預
か
り
す
る
乳
幼
児
健
康

支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
対
象
…
市
内
に
居
住
し
、
市

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
童

保
育
に
通
っ
て
い
る
生
後
４
か

月
以
上
小
学
校
２
年
生
。

▼
保
育
時
間
・
・
・
月
～
金
曜
日
は

午
前
８
時
～
午
後
６
時
、
土
曜

日
は
午
前
８
時
～
午
後
１
時
。

▼
料
金
・
：
１
日
2
0
0
0
円
、

食
費
代
別
途
３
０
０
円
（
直
接

病
院
に
支
払
い
を
）
。

▼
利
用
方
法
…
宇
治
病
院
に
電

話
で
予
約
（
2
4
時
間
寄
付
可
能
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治
病
院
・

乳
幼
児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
昔
３
２
－
6
0

0
0
）
。

圃
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酉
酋
塁
ａ
圖
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回
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圓
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目
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一
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

と
言
わ
れ
、
周
り
の
人
が
手

を
挙
げ
た
の
で
私
も
思
わ
ず

手
を
挙
げ
て
し
ま
い
、
強
く

契
約
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
一

度
は
断
っ
た
の
で
す
が
署
名

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
日
、

娘
に
事
情
を
話
す
と
「
高
す

ぎ
る
、
半
額
は
信
用
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

一
度
使
用
し
て
し
ま
っ
た
布

団
を
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
販
売
目

Ａ

的
を
告
げ
ず
「
無
料
・

格
安
」
な
ど
の
口
実
で
会
場

に
誘
い
込
み
、
日
用
品
、
台

所
用
品
を
無
料
で
配
っ
た
り
、

た
だ
同
然
の
価
格
で
販
売
し

た
り
し
て
会
場
全
体
を
興
奮

状
態
に
し
、
判
断
力
の
落
ち

た
消
費
者
に
高
額
な
商
品
を

販
売
す
る
商
法
は
「
Ｓ
Ｆ
商

法
」
ま
た
は
「
催
眠
商
法
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
被
害

者
の
ほ
と
ん
ど
は
「
高
齢
の

霖
ー
羅
回
呵
一
腹
圃
譜
一
』
咄
皿
皿
一
回
塁
闘
圓
Ｂ
　
Ｂ
　
　
Ｂ
　
I
I
　
Ｂ
　
Ｂ

女
性
」
で
、
そ
の
多
く
は
布
－

団
や
磁
気
・
電
気
治
療
器
を
１
１

契
約
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｆ
商
法
は
訪
問
販
売
法

で
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度

（
無
条
件
解
約
制
度
）
の
適
、

用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
申
込
書
面
あ
る
い
は
契

約
書
面
の
交
付
を
受
け
た
日

か
ら
（
そ
の
日
を
含
め
て
）

８
日
間
は
無
条
件
で
解
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
布
団

な
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
し

ま
っ
た
物
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
で
き
ま
す
（
一
部
商
品

除
く
）
。
代
金
も
全
額
返
金

さ
れ
ま
す
。

　
会
場
に
行
っ
て
無
料
品
だ

け
も
ら
っ
て
契
約
さ
え
し
な

け
れ
ば
良
い
の
だ
と
思
っ
て

い
て
も
、
契
約
を
断
る
と
脅

迫
し
た
り
暴
力
を
ふ
る
う
悪

質
な
業
者
も
あ
る
よ
う
で
す
。

せ
い
誘
い
言
葉
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

騏
翻
瓢
圖
嚢
一
回
一
回
目
一
目
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